
Action（アクション）
令和４年 ２月
岡山教育事務所～地域全体で子どもたちを支え、まちを元気にする一歩を踏み出そう～

拡大熟議のチカラ 編

第22号子どもたちの「生きる力」を育むために

学校づくり・地域づくりに関わる全ての皆さんへの情報紙 これまでの
情報紙はこちら

みんな集まって何をしているの？

あれ？先生と地域の人で話し合い？

保護者も一緒に研修でもしているのかなぁ。

熟議未経験の地域の方

これは

拡大熟議
です。

地域の人や学校の先生
方、おうちの人たちと
一つのテーマについて
話し合ったり、アイデ
アを出し合ったりする
場を「熟議」といいま
す。私たち児童も参加
することができます。

瀬戸内市立美和小学校では、昨年度から熟議の会や拡大熟議
の会をしています。「もっとすてきな美和にしたい。こんな美和に
なったらいいな。」という私たち子どもの思いと地域の大人のみなさ
んの思いを定期的に共有しています。今年度の拡大熟議では、
・『歴史いっぱいある自然豊かな美和にしよう』
・『美和のみんなをつなぐ展示会をしよう』
・『防災対策が強い美和にしよう』
というテーマでたくさん話し合いました。地域の方が美和地区や私た
ちのことを本当に大切に思っていることを知れたり、授業で学習した
ことを地域の方と一緒に深めたりすることができてうれしかったです。
次は練られたアイデアを地域で形にしていくことが楽しみです。 瀬戸内市立美和小学校の児童

・自分の意見を聞いてくれて
たくさんアドバイスをくれて

うれしかったです。
・本当に知りたいと思っていた
情報が詳しく分かりました。
いろいろな視点をもっていて、

地域の方はすごいです。
・「絶対に成功するよ。」って
言われてできる気がしました。

もっと頑張りたいです。

・私たちでは伝えきることがで

きない地域の素晴らしさや
地域の方の愛情を子どもた
ちはしっかりと感じています。
・『熟議の会』や『拡大熟議の
会』を重ねる度に、「地域と
共に学びをつくり、地域に学

ぶ」という理想の学校に近
づいていると感じています。

・熟議を通して地域の方とのつ
ながりや交流のきっかけが生
まれました。ありがとう。
・いつも「学校にお任せ」って
思っていましたが、子どもや

先生方の思いからもっと地域
も頑張ろうって思いました。
・コロナに負けず、笑顔で頑

張る美和っ子たちをますます
応援したくなりました。



熟議や研修、協議会運営等、お気軽に市町教育委員会や岡山教育事務所に相談してください。

〇学校運営協議会（コミュニティ・スクール） → 義務教育支援課（０８６－２２１－７７５３）
〇地域と学校の連携・協働全般（地域学校協働活動） →生涯学習課（086－221－7776）

高梁市

岡山教育事務所

対話（熟議）が生む効果

タブレットを活用し、全児童や保護者の思いを拡大熟議で共有しました

〇地域のいろいろな人と関わる
ため、学びに多様性が生まれ
ます。

〇地域の大人に見守られること
で、子どもが地域とのつなが
りを実感し、安心感が生まれ
ます。

〇地域との信頼関係が深まり、
教育に参加してもらうことで、
教育活動がさらに充実します。

〇地域に目を向けて多様な人々
と関わる経験は、教職員とし
ての知見を広げることにもな
り、指導力の向上が期待でき
ます。

〇『子どもたちは地域の一員』
という意識を深め、ふるさと
への愛情が深まります。

〇地域の人々がつながる場とし
て機能することで、地域の
ネットワークが形成されます。

子どもにとって 教職員にとって 地域の人々にとって

「『対話』や『熟議』は手間がかかるし非効率。それにあまり意味がないのではない
か。」という声をこのコロナ禍ではよく耳にします。確かに対話や熟議の難しさを痛感

することも少なくありません。ただ、そうであったとしても頭の中にあることを言語
化し、それを他者と共有し、違いを理解しようと努め、合意形成を図りながら行動
に移していくことは、子どもたちにも求めている資質・能力ですし、私たちが私たちら
しく生きていくために欠かすことができないことなのではないでしょうか。

吉備中央町立大和小学校では、『（子どもも大人も）どん
な人になりたいか（なってほしいか）』と『未来につなぎたい大

和の素敵なところ』をテーマに拡大熟議を行いました。事前にタ
ブレットで全児童や保護者の思いを集約し、熟議に参加できな
い児童や保護者の思いを大切にしながら、大和地区に暮らす人々
のなりたい姿と地域の魅力を確認することができました。 ↑児童や保護者の思いを紹介

学校・家庭・地域が、それぞれの立場でできることや
大切にしたい思いを共有することができました。
地域の方々の存在は、学校にとっても、子どもたち

にとっても、なくてはならない存在だと思いました。
大和小学校の先生


